
＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。

＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、

　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。

＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。

＊入院費についてはおよその概算額です。手術や検査により金額が変わります。 京都第一赤十字病院
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月月月月月
日日日日日 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　

経経経経経
過過過過過 日前術手 前術日当 後術日当 目日１後術 目日２後術 目日３後術

検検検検検
査査査査査

食食食食食
事事事事事

処処処処処
置置置置置

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

行行行行行
動動動動動

説説説説説
明明明明明

尿の管を抜いた後
歩行できます

朝食からとれます夕食まで可
２１時以降絶食
です

血液の検査

消灯前に下剤と
睡眠薬を服用
します

※常用薬を持参し
看護婦にお渡し
ください

手術前の注射が
あります

手術準備のため
浣腸を行います

手術室で手術
麻酔が醒めて病室
に戻ります

手術の後、約4時
間酸素マスクを
します

大きな点滴を２本
抗生物質の点滴を
1本行います

手術終了後、結果
を担当医から説明

手術につい
て担当医、
麻酔医から
説明

療養生活に
ついて説明

退院後の受
診について
説明

退院後の療
養について
説明

手術前の点滴を行
います

※痛い時は看護婦
　に申し出て
　ください

食事・水分とれま
せん

帰室後４時間以降
水分とれます

手術時に入れた
尿の管を抜去
します

傷の状態を確認
します

シャワーできますベッドで安静に
してください

手術後７日目に
外来で抜糸します

手術に必要な検査
は終わっています

動脈の採血を
行います

朝食後退院です

説明医師

看護師

割３険保 割１人老

￥ 000,09 ￥ 000,53

点滴について
薬剤師から説明
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月
日 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　

経
過

日前術手
）　：　（間時院入

前術日当 後術日当
）　：　（間時室帰

目日１後術 目日２後術 院退に中前午
）　：　（間時院退

標目 るれらけ受が術手で態状たし定安に共身心○ いなが染感創○
いなが痛疼○

検
査

了完で来外は査検前術
□ 施実みのスガ液血

クッェチ症併合□
クッェチ薬用常□

般一液血□
学化生□ （ 41tes ）

食
事

食示指時院入
可食夕
は分水 12 可でま時

食飲絶 後間時４後室帰
可分水

食示指時院入りよ朝 院退、後食朝

処
置

・

観
察

　
□ ﾀｵｵ 　腸浣 lm021

薬投前酔麻
酸硫□ ﾝﾟﾋﾛﾄｱ 　1Ａ

　 ﾑｶﾐﾙﾞﾄ 　　 5/1 Ａ
注筋合混　　　　

：　　行施　

入挿ンールバで室術手□

６　素酸□ L　 %04
（ ｸｽﾏ ）間時４　

求請途別は素酸

去抜ンールバ□ 置処創□
（ ﾝﾀｸﾞﾍﾉ ）置処

院退に中前午
で来外に目日７後術

糸抜

温体 ℃ ℃　　　　　　　　　 ℃　　　　　　　　　 ℃　　　　　　　　　 ℃　　　　　　　　　 ℃　　　　　　　　　

拍脈 nim/ 　　　　　　　　 nim/ 　　　　　　　　 nim/ 　　　　　　　 nim/ 　　　　　　　　 nim/ 　　　　　　　 nim/

圧血 gHmm 　　　　　　　　 gHmm 　　　　　　　　 gHmm 　　　　　　　　 gHmm 　　　　　　　　 gHmm 　　　　　　　　 gHmm

痛創

注
射
・
内
服

薬服内前眠□
　　ーミスリ 1錠
　ドニセルプ 2錠

□ ﾝｰｨﾞｳ 　Ｆ lm005
針置留　　　　

薬参持室術手※
　　食生　 lm001

　 g0.1ﾝﾞｼﾒｧﾌｾ

□ ﾝｰｨﾞｳ 　Ｆ lm005
２　　 （ )h/lm08

　　 ( ）去抜了終

　　食生□ lm001
　 ﾝﾞｼﾒｧﾌｾ 　 g0.1

１　　　　　
後間時６室帰　　

□ ﾝﾚﾀﾙﾞﾎ 薬坐 52
分回２用頓　　

、痛疼※ 83 時熱発℃

しな方処院退

行
動

床臥静安 後去抜ンールバ
可行歩

可ーワャシ

説
明
・
患
者
の
反
応

明説りよ師医
書画計療治院入□

書意同術手□

明説りよ医科酔麻
表診問科酔麻□

明説りよ師護看
ていつに活生院入□

明説りよ師医
過経術手□

）てに前室術手（

明説りよ師剤薬
導指理管剤薬□

約予日診受回次□ 明説りよ師医
導指院退□

明説りよ師護看
ていつに活生養療□

追
加
・
備
考

）箋方処要（示指途別が師医、時気嘔※

トッィデーオ期初□

は合場の続継素酸※
箋置処要

査検じ応に要必

策対創褥
策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

施実
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名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女
成人鼠径ヘルニア根治術成人鼠径ヘルニア根治術成人鼠径ヘルニア根治術成人鼠径ヘルニア根治術成人鼠径ヘルニア根治術

08-K40-608-K40-608-K40-608-K40-608-K40-6

×

×

(右・左・両側）


